
本年もよろしくお願いします
福祉講演会開催

社 協 だ より1 第142号 平成26年1月

平成26年１月

No.142

− おおあみしらさと −

ささえあう　福祉できずく　まちづくり

白里小学校児童太巻き寿し作り体験

発　　　　行

社会福祉法人
大網白里市社会福祉協議会

大 網 白 里 市 大 網 131 - 2
電話  72-1995 番
FAX  72-1996 番

E-mail :mail@oamishakyo.com
ホームページ:http://oamishakyo.com



社 協 だ よ り 2第142号平成26年1月

11
月
８
日（
金
）、
好
天
に
恵
ま
れ
て
40
人
が
参

加
し
、
一
日
バ
ス
の
旅
に
出
か
け
ま
し
た
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

急
速
に
進
ん
で
い
る
我
国
の
少
子
高
齢
化
社
会
は
、

今
後
ま
す
ま
す
拍
車
が
か
か
っ
て
来
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

こ
れ
に
対
応
し
て
国
で
は
、
介
護
保
険
制
度
を
は

じ
め
様
々
な
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
の
な
か
、
市
民
の
皆
様

が
高
齢
に
な
っ
て
も
障
が
い
が
あ
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
私
ど

も
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
市
行
政
と
連
携
し
て
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
、
こ
す
も
す
プ
ラ
ン
〜
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー

ジ
〜
が
２
年
目
に
入
り
ま
す
。
計
画
さ
れ
た
事
業
を

着
実
に
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の
皆
様
の

福
祉
に
貢
献
で
き
る
よ
う
役
職
員
、
支
部
共
に
力
を

合
わ
せ
て
努
力
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

大
網
白
里
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
小

川

公

延

ふ
れ
あ
い
バ
ス
旅
行

瑞

穂

支

部

昔
遊
び
交
流
事
業大

網

支

部

新
年
を

　　　迎
え
て

10
月
29
日

（
木
）と
11
月

１
日（
金
）に

大
網
小
学
校

児
童
と
昔
遊

び
を
通
し
た

交
流
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

竹
馬
、
け

ん
玉
、
ビ
ー

玉
、
め
ん
こ
、

お
は
じ
き
等
、

東
大
農
学
部
に
あ

る
東
大
地
震
研
究
所

を
見
学
し
ま
し
た
。

重
厚
な
レ
ン
ガ
建

て
の
校
舎
が
歴
史
あ

る
学
究
の
地
を
偲
ば

せ
て
い
ま
す
。

地
道
な
研
究
に
励

今
で
は
遊
ぶ
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
昔
遊

び
の
遊
び
方
を
教
え
た
り
、
道
具
の
作
り
方
を

教
え
た
り
し
な
が
ら
、
一
緒
に
遊
び
交
流
を
し

ま
し
た
。

大
網
支
部
で
は
、
福
祉
教
育
推
進
支
部
の
指

定
を
受
け
て
か
ら
、
大

網
地
区
に
あ
る
学
校
と

相
互
の
行
事
に
参
加
協

力
す
る
な
ど
を
し
て
連

携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の

福
祉
教
育
の
推
進
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

む
説
明
に
感
銘
し
、
大
網
白
里
市
に
も
多
数
の
地

震
感
知
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
安
心
し
ま
し
た
。

見
学
を
終
え
た
後
は
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
あ

る
日
清
食
品
の「
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
博
物
館
」を
訪

ね
ま
し
た
。
今
で
は
世
界
食
と
な
っ
た
即
席
ラ
ー

メ
ン
の
歴
史
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

か
わ
い
い
ひ
よ
こ
の
三
角
巾
と
エ
プ
ロ
ン
を
身

に
つ
け
、
二
人
一
組
と
な
り
、
い
ざ
、
即
席
ラ
ー

メ
ン
作
り
に
挑
戦
。

童
心
に
返
り
一
心
に
小
麦
粉
を
こ
ね
、
完
成
し

た
即
席
ラ
ー
メ
ン
を
手
に
す
る
と
皆
さ
ん
か
ら
笑

み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

自
作
の
ラ
ー
メ
ン
と
市
販
品
の
即
席
ラ
ー
メ
ン

と
三
角
巾
を
お
土
産
に
頂
き
大
満
足
で
帰
途
に
着

き
ま
し
た
。
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10
月
22
日
（
火
）、
房
総
平
和
園
に
て
地
域

交
流
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
支
部
社

協
や
福
祉
作
業
所
等
か
ら
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ

選
り
す
ぐ
り
の
芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。

山
辺
支
部
は
役
員
、
出
演
者
合
わ
せ
て
17
名

が
参
加
し
、「
山
辺
芸
能
保
存
会
」
に
よ
る
「
大

網
音
頭
」
の
舞
踊
を
演
じ
、
施
設
利
用
者
に
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

支
部
で
は
「
障
が
い
者
福
祉
」
を
少
し
で
も

理
解
し
、
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
の
観
点
か

ら
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
交
流
会
へ
の
参
加
、

施
設
訪
問
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

11
月
７
日
（
木
）、
中
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
袖
ヶ
浦
市
中
川
富
岡
地
区

社
協
と
研
修
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

矢
内
会
長
を
は
じ
め
、
総
勢
40
名
が
来
訪
し
、

女
性
が
多
い
の
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
等

に
関
す
る
質
問
事
項
が
事
前
に
交
換
さ
れ
て
い

ま
し
た
の
で
、
質
疑
応
答
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、

時
間
が
足
り
な
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
熱
の
こ
も

11
月
15
日

（
金
）、
白
里

小
学
校
４
年

生
が
地
域
の

方
々
の
指
導

の
も
と
、
太

巻
き
寿
し
作

り
を
体
験
学

習
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業

は
、
白
里
支

部
と
食
生
活

改
善
協
議
会

白
里
支
部
が

協
力
し
、
伝

統
的
な
地
域
の
食
文
化
の
伝
承
を
す
る
と
同
時

に
、
児
童
に
地
域
の
人
と
の
交
流
の
大
切
さ
と

お
年
寄
り
の
知
恵
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。

指
導
者
の
方
が
、
見
本
の
太
巻
き
寿
し
を
包

丁
で
切
る
と
、
お
花
や
か
た
つ
む
り
の
模
様
が

き
れ
い
に
現
れ
、
児
童
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

具
の
詰
め
方
や
巻
き
方
の
コ
ツ
を
教
わ
り
な

が
ら
児
童
も
挑
戦
し
、
見
本
と
同
じ
よ
う
に
作

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

っ
た
研
修

会
に
な
り

ま
し
た
。

お
互
い
の

良
い
と
こ

ろ
を
取
り

入
れ
て
地

域
の
福
祉

活
動
に
役

立
て
た
い

と
思
い
ま

し
た
。

地
域
交
流
会山

辺

支

部

視
察
交
流
会増

穂

支

部

太
巻
き
寿
し
作
り
体
験

白

里

支

部
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福
祉
作
業
所
ニ
ュ
ー
ス

東
京
ソ
ラ
マ
チ
日
帰
り
研
修

11
月
26
日
（
火
）、
保
健
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第

12
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
南
消
防
署
職
員

３
名
、
救
急
講
習
普
及
員
１
名
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

初
め
に
救
急
車
の
適
切
な
利
用
に
つ
い
て
の
話
が

あ
り
、
次
に
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
救
命
措
置

の
重
要
性
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

心
臓
が
止
ま
っ
て
か
ら
４
分
以
内
に
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
行
わ
な
い
と
生
存
率
は
50
％
以
下
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
出
来
る
だ
け
早

ボラ連協
ニュース

救
急
手
当
・
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術
を
学
ぶ

保
護
者
の
方
々
と
の
親
睦
を
兼
ね
て
、
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
に
向
か
い
ま
し
た
。
予
定
し
て
い
た

時
刻
よ
り
も
早
く
到
着
し
た
の
で
、
集
合
写
真

の
撮
影
を
し
て
か
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
「
そ
ら
ま
ち

亭
」
で
昼
食
。

福
祉
作
業
所
は
、
そ
ら
ま
ち
亭
の
お
箸
入
れ

を
し
て
い
る
の
で
「
こ
の
箸
入
れ
て
い
る
ね
」
と

盛
り
上
が
り
、
楽
し
く
食
事
が
で
き
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、「
楽
し
か
っ
た
」「
た
く

ジ
を
行
う
」
そ
し
て
最
後
に
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
」
ま

で
を
実
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
勢
40
名
の
参
加
者
が
４
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
実
際
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
を
体
験
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
一
生
懸
命
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
し
っ
か
り
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
実
際
に
救
急
救
命
を
行
っ
て
い
る

方
か
ら
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
。」「
何

か
あ
っ
た
時
に
役
に
立
て
る
よ
う
に
自
分
の
出
来
る

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

さ
ん
お
土

産
が
買
え

た
」
と
笑

顔
で
話
し

て
い
ま
し

た
。
皆
さ

ん
が
時
間

を
守
り
行

動
で
き
た

の
で
、
無

事
に
研
修

を
終
え
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

※AEDとは
自動体外式除細動器。突然心臓が正常に拍動で
きなくなった心停止状態の心臓に対して、電気
ショックを行い、心臓を正常なリズムに戻すた
めの医療機器です。

く
行
う
必
要

が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

人
が
倒
れ

て
い
る
と
こ

ろ
を
想
定
し
、

講
師
の
方
に

「
呼
吸
の
確

認
」「
助
け

を
呼
ぶ
」「
救

急
車
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
手
配
を

頼
む
」「
心

臓
マ
ッ
サ
ー



社 協 だ より5 第142号 平成26年1月

多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
地
域
福

祉
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

福
祉
基
礎
講
座
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
大

学
」
が
、
11
月
18
日
（
月
）
を
も
っ
て

全
て
の
講
座
を
終
え
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
15
名
の
方
が
修
了
し
ま
し
た
。

全
12
回
の
講
座
の
中
で
は
、
大
学
の

教
授
に
よ
る
講
義
の
他
、
市
内
に
あ
る

福
祉
施
設
の
見
学
、
目
の
不
自
由
な
方

の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
、
車
椅
子
の
扱
い
方

11
月
28
日
（
木
）、
千
葉
県
社
会
福

祉
協
議
会
主
催
の
「
平
成
25
年
度
第
４

回
千
葉
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
育
成
研
修
」
が
、
大
網
白
里

市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
い
ず
み

の
里
）
で
行
わ
れ
、
各
支
部
社
協
か
ら

総
勢
41
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

の
た
め
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
を
養
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
課
題

を
抱
え
る
要
援
護
者
へ
の
個
別
支
援
や
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
地
域
生
活
を
見
守
り

支
え
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
関

係
者
の
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

こ
の
成
果
を
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
福

祉
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

等
、
色
々
な
角
度
か
ら
福
祉
を
学
び
ま

し
た
。

ま
た
、
城
西
国
際
大
学
へ
行
き
、
大

学
生
と
の
合
同
授
業
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
う
講
義
も
あ
り
ま
し
た
。

受
講
生
の
み
な
さ
ん
は
、
す
っ
か
り

う
ち
と
け
合
い
、
講
座
最
終
日
に
は
ま

さ
に
学
友
と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。

今
後
受
講
生
の
方
々
に
は
、
こ
の
講

座
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
支
部
社

協
の
活
動
や
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
福
祉
大
学
を
終
え
て

地
域
福
祉
の
担
い
手
養
成
講
座

〜
千
葉
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
育
成
研
修
〜
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福祉講演会開催

「やさしく楽しい健康づくり」
～ 日常生活の中の動きを工夫し、健康づくりをしましょう ～

子育てサロン  ボランティア募集
～ 育てよう　明るいまちと　元気な子 ～

●講　師	 中島　一郎　氏
	 国際武道大学　体育学科教授・大学院研究科長

●日　時	 平成26年1月26日（日）
	 13時30分（開場13時00分）

●会　場	 大網白里市保健文化センター　３階ホール

●入場料	 無料

＊手話通訳あり
　みなさんお誘い合わせの上、是非ご来場ください。

●申込み・問合せ　　社会福祉協議会　電話（72）1995

　子育てサロンは、お母さんとお子さんが一緒に参加し、仲間づくりができるサロンとして
実施しています。未就学児（概ね０歳児～３歳）のお子さんと遊んでいただいたり、お母さ
んとおしゃべりをしたりと一緒に楽しく過ごしていだだける方を募集しています。お住まい
の近くの子育てサロンでのお手伝いをお願いします。

※時間はいずれも午前10時00分～11時30分
※時期により開催日時を変更することがあります。

●申込み・問合せ
　社会福祉協議会　電話（72）1995

お知らせコーナー　〜コミュニティ〜

サロン名 場　　所 開催日時

ぴよぴよひろば 保健文化センター 毎月第２木曜日

ころころサロン 中部コミュニティセンター 毎月第３木曜日

くすくすひろば 農村環境改善センター「いずみの里」 毎月第３火曜日
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●日　時	 平成26年２月23日（日）10時30分から12時30分まで
●会　場	 山武青い鳥工房〈大網白里市南横川1688-6〉
●対　象	 大網白里市内にお住いで障がいをお持ちの方
●内　容	 軽食・音楽・手品・ゲーム等（手話通訳あり）
●参加費	 無料
●申　込	 締切日／2月12日（水）まで　※事前に申込みが必要です
	 申込み・問合せ　社会福祉協議会　電話（72）1995　FAX（72）1996

　ハガキや封筒についている使用済みの切手（古切手）、ジュースなどの空き缶についているプルトップ、皆さんはゴ
ミとして捨てていませんか？
　そんな古切手やプルトップが役に立つことがあります。
　社会福祉協議会では、古切手やプルトップを回収し、リサイクルすることで、その収益を地域福祉活動に役立たせて
いただいております。
　今までならゴミ箱に捨ててしまっていたものでも、今日からは捨てる前に“収集ボランティア”を考えてみて下さい。

古切手・プルトップを集めてボランティア
〜　捨てればゴミ　集めれば資源　〜

社協だより11月（第141号）記事の訂正とお詫びについて
瑞穂地区の敬老会は、台風の影響を考慮し、中止となりましたことをご報告すると共に記事に誤りが
あったことをお詫び申し上げます。

〜仲間づくりと情報交換の場として、
気軽に楽しみながら交流しましょう〜
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〈総合相談所窓口〉
○心配ごと相談…第２・第４（月）
　　　　　　　　午後１時～４時（電話相談可）
　　主任相談員・一般相談員

○法律相談………第１～第４（水）
　　　　　　　　午後１時～４時（予約制）
　　弁護士・主任相談員・一般相談員

○税務相談………第２（火）
　　　　　　　　午後１時～４時（予約制）
　　税理士

○心の相談………第２（金）
　　　　　　　　午前９時～正午（予約制）
　　臨床心理士

大網白里町社会福祉協議会は大網白里市社会福祉協議会は

どうぞご利用下さいどうぞご利用下さい

土曜日も

　　開館
していま

す！土曜日も

　　開館
していま

す！

福祉会館の２階「地域福祉センター」は、
福祉団体や地域福祉活動をしている皆さん
に広くご利用いただけます。
（約30名の会議などに利用可）

【開館時間】（月）～（土）　9：00～17：00

＊相談時間はおひとり20分程度です。
＊相談内容をわかりやすく箇条書きなどにし
　てお待ちください。
＊相談内容により必要書類などがあればお持
　ちください。

法律相談を受ける方への
お　願　い

みん
な

場所
を

覚え
てね
！

　◇場所はいずれも福祉会館相談室です。
〈総合相談専用電話　70－1122〉

老人福祉センターからのお知らせ
【開館時間】
（日）～（土）　8：30～21：00
※祝祭日は休館です。
　機械点検等のため、臨時休館する場合があり
　ます。
問い合わせ・申し込み
　老人福祉センター ☎（77）4466
　社会福祉協議会 ☎（72）1995
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外出支援サービスを　　
　　　　利用しませんか
外出支援サービスを　　
　　　　利用しませんか
外出支援サービスを　　
　　　　利用しませんか

　単独歩行が困難で、介護認定、障害者手帳の
交付を受けている方を対象に、福祉車両での外
出支援を行っています。
　詳細についてはお問合せください。
　運転手は、移送車のリフト操作、運行のみで
すので、自宅内及び目的地でのサポートは介助
者にお願いします。

活躍する福祉車両「競輪号」

☆登録料
　3,000円
　（介助者1,000円）
☆利用料
　30分　500円
☆登録申請が必要
　です。
お問い合せ　☎（72）1995

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金によって発行されています。　※再生紙を使用しています。
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